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第２章「Characterization of Cast iron scrap」では、本論文で使用した鋳鉄切削屑の作製方
法、その切削屑の形状や化学組成を調査した。切削時に大気中の酸素と反応することで酸
素を数 mass%含んでいること、鋳鉄の主要な合金元素である炭素が２mass%含まれている
ことを明らかにした。その結果を基に β-FeSi2 を合成する際の混合比の補正量を見積もった。 
第３章「Upgrade Recycling of Cast Iron Scrap Chips for β-FeSi2 Thermoelectric Materials」
では、第２章で述べた鋳鉄切削屑を用いて β-FeSi2 熱電材料を合成し、種々の特性評価を行
った。n 型、p 型を示すようにドーパントの効果も検討した。純鉄を原料としたものと同等
の熱電特性を有する β-FeSi2 熱電材料を得ることに成功した。しかしながら、Al をドーピ





第４章「Development of Eco-friendly Fe2VAl Thermoelectric Materials Prepared Utilizing Cast 





Fe2VAl になるため、ｎ型が得られない可能性があることを示した。  
第５章「 General Guidelines to highly Valued Intermetallic Compounds toward Upgrade 
Recycling of Cast Iron Scrap Chip」ではこれまでの研究結果から鋳鉄切削屑を原料として高
付加価値鉄基金属間化合物を合成する場合のガイドラインを示した。  
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